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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

 

回次
第68期
第１四半期
連結累計期間

第69期
第１四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (千円) 9,204,553 9,125,298 37,476,402

経常利益 (千円) 313,333 180,845 2,049,182

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 142,401 72,344 1,077,328

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △654,990 220,737 1,740,210

純資産額 (千円) 15,663,173 17,791,738 17,907,486

総資産額 (千円) 39,910,506 45,194,529 43,394,221

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 32.35 16.44 244.75

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 35.3 35.2 36.7
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　平成28年10月１日付で普通株式５株を１株に併合しています。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行わ

れたと仮定し、「１株当たり四半期(当期)純利益金額」を算定しています。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国では、引き続き個人消費が増加し、欧州でも概して回復基

調にあります。また、中国を含むアジア経済は底堅く推移した一方、わが国は実感なき緩やかな景気回復が続いて

おります。

当社製品の主要市場である自動車産業におきましては、国内市場は軽自動車の反動増もあり、前年同期比で増加

した一方、米国では乗用車販売が減少傾向にあります。

こうした状況の中、当社グループは米国第２工場で本年８月から量産開始するＴＮＧＡ新規製品のエンジン用部

品や自動変速機用部品等の立上げ準備、グローバルな最適生産・供給体制の整備、及び生産効率の向上を狙った合

理化投資を推進しております。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は9,125百万円と前年同四半期に比べ79百万円（0.9%）の減

収、営業利益は202百万円と前年同四半期と比べ290百万円(59.0%)の減益、経常利益は180百万円と前年同四半期と

比べ132百万円(42.3%)の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は72百万円と前年同四半期と比べ70百万円

(49.2%)の減益となりました。
　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①粉末冶金製品事業

自動車用部品につきましては、米国での生産準備費用の増加及び原材料価格の上昇等により減益となりまし

た。また、鉄道車両用部品につきましては、新規開発の新幹線用ブレーキライニングの搭載車両増加で売上増

となりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は8,655百万円と前年同四半期と比べ112百万円

（1.3%）の減収となり、セグメント利益につきましては、571百万円と前年同四半期と比べ261百万円（31.4%）

の減益となりました。
　
②油圧機器製品事業

主にデンタル販売（日本・北米・アジア）が大きく売上を伸ばし、好調に推移しました。一方、国内メディ

カル販売は画像診断メーカーの在庫調整等により減少となりました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は466百万円と前年同四半期と比べ32百万円

（7.5%）の増収となり、セグメント利益につきましては、128百万円と前年同四半期と比べ14百万円（12.5%）

の増益となりました。
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（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金の増加（前連結会計年度末比1,275百万円増）等

により、17,696百万円（前連結会計年度末比1,342百万円増）となりました。固定資産につきましては、有形固定資

産の増加（前連結会計年度末比541百万円増）等により、27,497百万円（前連結会計年度末比457百万円増）となり

ました。

 以上により、資産合計は45,194百万円（前連結会計年度末比1,800百万円増）となりました。

　流動負債につきましては、電子記録債務の増加（前連結会計年度末比723百万円増）、賞与引当金の増加（前連結

会計年度末比465百万円増）等により、18,502百万円（前連結会計年度末比1,569百万円増）となりました。固定負

債につきましては長期借入金の増加（前連結会計年度末比388百万円増）等により、8,900百万円（前連結会計年度

末比346百万円増）となりました。

この結果、負債合計は27,402百万円（前連結会計年度末比1,916百万円増）となりました。

純資産の合計は、前連結会計年度末に比べ利益剰余金が103百万円減少、その他の包括利益累計額が78百万円増加

したことにより、非支配株主持分を除くと15,890百万円（自己資本比率35.2%）となりました。

 

（３）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は69,819千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,000,000

計 10,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,420,000 4,420,000
東京証券取引所
名古屋証券取引所
各市場第二部

単元株式数は100株であ
ります。

計 4,420,000 4,420,000 ─ ─
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

　　　該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

　　　該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

　　　該当事項はありません。

 

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年６月30日 ─ 4,420,000 ─ 2,203,000 ─ 1,722,945
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 　　　　18,400

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　   4,390,600 43,906 ─

単元未満株式 普通株式  　 　 11,000 ― ─

発行済株式総数 4,420,000 ― ―

総株主の議決権 ― 43,906 ―
 

(注) １　単元未満株式には当社所有の自己株式 68株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

② 【自己株式等】

平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ファインシンター

愛知県春日井市明知町
西之洞1189番地11

18,400 ─ 18,400 0.42

計 ― 18,400 ─ 18,400 0.42
 

(注)　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が 200株(議決権 ２個)あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

 

２ 【役員の状況】

 

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,377,972 4,653,443

  受取手形及び売掛金 7,366,118 7,073,881

  電子記録債権 1,259,570 1,255,839

  商品及び製品 564,986 605,687

  仕掛品 1,328,056 1,386,740

  原材料及び貯蔵品 1,756,890 1,852,144

  繰延税金資産 359,788 482,336

  その他 340,890 386,672

  流動資産合計 16,354,273 17,696,744

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 13,061,242 13,111,115

    減価償却累計額 △7,473,200 △7,567,513

    建物及び構築物（純額） 5,588,042 5,543,602

   機械装置及び運搬具 40,425,382 42,410,533

    減価償却累計額 △31,500,251 △31,822,936

    機械装置及び運搬具（純額） 8,925,131 10,587,597

   工具、器具及び備品 4,924,390 5,077,659

    減価償却累計額 △4,070,752 △4,178,772

    工具、器具及び備品（純額） 853,638 898,887

   土地 3,530,759 3,534,897

   リース資産 1,014,481 1,021,349

    減価償却累計額 △602,428 △617,090

    リース資産（純額） 412,052 404,259

   建設仮勘定 3,869,634 2,751,204

   有形固定資産合計 23,179,257 23,720,447

  無形固定資産   

   電話加入権 11,407 11,407

   リース資産 112,796 102,154

   その他 135,811 138,912

   無形固定資産合計 260,016 252,474

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,425,429 2,421,478

   長期貸付金 17,619 18,768

   繰延税金資産 1,080,554 1,009,478

   その他 87,312 85,378

   貸倒引当金 △10,242 △10,242

   投資その他の資産合計 3,600,673 3,524,861

  固定資産合計 27,039,947 27,497,784

 資産合計 43,394,221 45,194,529
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,153,529 3,090,660

  電子記録債務 3,393,492 4,116,828

  短期借入金 5,304,706 5,595,168

  1年内返済予定の長期借入金 1,912,648 2,149,999

  リース債務 142,924 147,116

  未払法人税等 327,660 174,868

  未払消費税等 168,631 149,136

  未払費用 613,259 693,908

  繰延税金負債 17,862 2,419

  賞与引当金 905,633 1,370,944

  役員賞与引当金 37,000 9,179

  設備関係支払手形 42,275 57,947

  その他 913,316 944,157

  流動負債合計 16,932,942 18,502,335

 固定負債   

  長期借入金 3,582,958 3,971,139

  リース債務 418,667 398,134

  役員退職慰労引当金 94,623 69,201

  退職給付に係る負債 4,098,189 4,101,417

  資産除去債務 324,426 325,980

  その他 34,926 34,581

  固定負債合計 8,553,792 8,900,455

 負債合計 25,486,735 27,402,790

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,203,000 2,203,000

  資本剰余金 1,722,945 1,722,945

  利益剰余金 11,173,322 11,069,605

  自己株式 △29,496 △29,572

  株主資本合計 15,069,771 14,965,978

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,118,170 1,113,727

  為替換算調整勘定 212,310 256,925

  退職給付に係る調整累計額 △484,433 △446,058

  その他の包括利益累計額合計 846,047 924,593

 非支配株主持分 1,991,667 1,901,166

 純資産合計 17,907,486 17,791,738

負債純資産合計 43,394,221 45,194,529
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 9,204,553 9,125,298

売上原価 7,732,999 7,923,392

売上総利益 1,471,554 1,201,906

販売費及び一般管理費 978,963 999,792

営業利益 492,590 202,113

営業外収益   

 受取利息 2,445 2,061

 受取配当金 22,302 25,917

 為替差益 － 8,981

 作業くず売却収入 4,345 6,193

 雑収入 22,536 7,417

 営業外収益合計 51,629 50,571

営業外費用   

 支払利息 48,098 51,509

 固定資産除却損 1,111 3,774

 為替差損 175,332 －

 雑支出 6,345 16,556

 営業外費用合計 230,887 71,839

経常利益 313,333 180,845

税金等調整前四半期純利益 313,333 180,845

法人税等 97,216 62,535

四半期純利益 216,116 118,310

非支配株主に帰属する四半期純利益 73,715 45,966

親会社株主に帰属する四半期純利益 142,401 72,344
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 216,116 118,310

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △150,521 △4,443

 為替換算調整勘定 △757,926 68,488

 退職給付に係る調整額 37,340 38,382

 その他の包括利益合計 △871,107 102,426

四半期包括利益 △654,990 220,737

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △541,595 150,505

 非支配株主に係る四半期包括利益 △113,394 70,231
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日)

減価償却費 691,659千円 692,416千円
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(株主資本等関係)

 

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

 

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 176,077 8.00 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金
 

 

２. 基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。

 

３. 株主資本の著しい変動

　

　該当事項はありません。

 

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

 

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日
定時株主総会

普通株式 176,061 40.00 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金
 

 

２. 基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。

 

３. 株主資本の著しい変動

　

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他　
（注１）

総合計
調整額　
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

粉末冶金
製品事業

油圧機器
製品事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 8,767,800 434,150 9,201,951 2,602 9,204,553 ― 9,204,553

 セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 8,767,800 434,150 9,201,951 2,602 9,204,553 ― 9,204,553

セグメント利益 833,256 113,889 947,145 834 947,980 △455,389 492,590
 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、発電および売電に関する事業で

す。

２　セグメント利益の調整額△455,389千円は、全社費用であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３　セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他　
（注１）

総合計
調整額　
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

粉末冶金
製品事業

油圧機器
製品事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 8,655,596 466,807 9,122,404 2,893 9,125,298 ― 9,125,298

 セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 8,655,596 466,807 9,122,404 2,893 9,125,298 ― 9,125,298

セグメント利益 571,763 128,088 699,851 1,334 701,186 △499,072 202,113
 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、発電および売電に関する事業で

す。

２　セグメント利益の調整額△499,072千円は、全社費用であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３　セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

EDINET提出書類

株式会社ファインシンター(E01396)

四半期報告書

14/17



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 32.35円 16.44円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 142,401 72,344

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

142,401 72,344

普通株式の期中平均株式数(株) 4,401,942 4,401,518
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　平成28年10月１日付で普通株式５株を１株に併合しています。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行わ

れたと仮定し、「１株当たり四半期純利益金額」を算定しています。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月７日

株式会社 ファインシンター

取締役会  御中

 

PwCあらた有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 手 塚 謙 二 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 氏 原 亜 由 美 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファイ

ンシンターの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日

から平成29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファインシンター及び連結子会社の平成29年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社ファインシンター(E01396)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

